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In this paper, we are reporting about the selective perfOrmance in the thresher
and small combine.  The authOrs observed the mOtion of grains in the thresher.
cOntinuously, the sending―out mot on of grain On the oscillating selector was
studied.  On the same selectOr, the selecting notiOn Of grain was analyzed the―
oretically and exPerimentally.
The studies were performed with the following results : for improving the
performAnce o£ small combines, the designer must apply mOre effective factors
related to wet threshing in designing each parと 。f the combine.
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第1図 発生爽雑物,漏下爽雑物,選別後の英雑物と長軸径の関係













































































第2表 脱 穀 物 の 物 理 的 性 質
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″t=一 a cOSωt, 夕t=― bSino
鶏二―ao?nω鳴1絆―bωCttt
生毛与|=aω2 cOsのL壁監絡井=bω2 ?nωt
・ … ・・ (1)















ぬ 五F=N― mg cosβ
したがって,




=mg cosβ(1+KV Sin ωt) ・……………(3)
ただし, KV=彰ご6ξπ
このKVは最大振動強度で,振動面の振動強度を示すも















し,i=1, 2, 3,で示し, 1は相対静止時, 2は負
方向すべり運動, 3は正方向すべり運動とする。しかる
時は,次に示す各関係が成立つ。
側 相対静止 (二撃|=ど毛汁 )の時,








= /b(夕COSβ 一 b ω2 sin ωt)―夕sinβ
_ a ω2 cOs ωt
団 正方 向のすべ り (―烏子一<J者7-)の時 ,
F3=~μN
囁=辮―・ +7 SII10
F 一 ア Sinβ=μ (夕COSC
ωt)― 夕Sinβ
τ方向






= 一 μ (′COSβ― b ω2sin ωι)―夕sinβ
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飛 行 距 離 Sh(m)
≒6 cm  ■1lcm ■15oれ  ≒219n  ■27on
第10図 脱穀物の飛行軌跡と飛行距離
(b)選別の実験
生脱穀物の選別性を送風速度との関係において調査す
るために,送風源として動力散粉機の送風機を利用し,
風速分布を出来るだけ均等にし,送風速度を5段階に調
整した。そして,風路底面に落下点直下から, 0,10,
20,30,40,50,60,70cmの各位置にブリキ製試料受箱
を置いて,たまった試料の分布を計量した。実験の結果
を第11図に示す。風速 V=5,7rta/sの場合である。図
において,粗は比較的飛行距離が小さく,わらは大きい
のは質量差によるものであり,注とと枝梗付着粒の分布は
ピークを示す。
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(1)脱穀中に発4にする爽雑物には,発/4頻度に法則性
